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市民と科学の触れ合いの場

一青森市男女共同参画プラザ「カダールj
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1 .はじめに

市民を対象とする科学啓発活動が全冨各地で盛んになりつつある。わが青奈子主は人口

約 30万の北国の小都市。男女共同参画プラザ f愛称:カダール」を市民の科学・技術

ヲテラシー醸成の場として皆さんに紹介したい。

2. なぜ「カダール」か

( 1)地理的利便性

青森駅前にあるため交通・列車の和要性がよ1;¥0 物理チャレンジ地方予選会場

の参加者をみると

2006年 (2名:試験会場自宅)

2007年 (3名:試験会場青森市内県立高校)

2008年 (19名:試験会場 fカダーノレJ)

2009年 (17名:試験会場、「カダーノレJ)

以上の参加者数のデータからも地理的利便性蕩果は明白である。市民を対象とし

た科学啓発活動の場としても地理的利{更性の効果は絶大と患われる。また、遠方

(弘前、八戸、むつなど)からの交通アクセスも良い。

(2) AV多機能ホール・青森市民図書館・各種研諺室が同一ピノレ内

①AV多機能ホーノレは可動式椅子席 300人収容で、科学講演会、科学映画試写

会、各種シンポジウム等の活動に梧広く利用可能。大型スクリーン、ビデオプ

ロジェクタ一、 35mm映写機等の設備も完嬬している。椅子は可動式で収納

できるため、平面ホーノレとして、パネノレ屡示、ポスターセッション、科学機器

屡示会場としても利用可能である。小・中学生の工作展示会場なども考えられ

る。すでに絵画展や書展などが開催されている。

②6------8措は青森市民図書鑑であり多くの市民が利用している。①と組み合わせ

ることによりサイエンス・ブックフェア、科学関連盟書の著者を招いてのサイ

ン会なども考えちれよう。
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「科学としての科学教育」

③研疹室は椅子第80人程妻、ビデオプロジェクター等の設備もあり中・小規模

の講習会やイベント(畏示会、発表会入学習会などに散している。すでに f科

学の夕べ人物理オヲンピック地方予選会場として利用している。このほかに

椅子25入程度の小規模の部屋もある。こちらの方は少人数のセミナ一室とし

ての利用が考えられる。

③さらに、インターネットコーナー、メディアコーナ一等もある。

(3)インナーパ}ク

天侯・季節に左右されない 5 措から 8~皆までの吹き抜けで、室内とは感じさせ

ない解放惑のある憩いの空間である。市民の'情報交換や待ち合わせの場として利

用されている。サイエンス・カフェなどで、肩の力を抜いてゆったりと市民と科

学・技術について語り会う最適の場ともなりうる。

(4)託児室

プラザ利用者だけではなく、高業撞設および中心市街地への来訪者が利用して

いる。お子さんを持った講演者の講演会などにも十分対応できる。

(5)開結時間・駐車場

開館時間は午前9:00から午後 10 : 0 0まで年中無休(ただし、年間 12 

日の館内定期点検日は除く)、駐車場も利屠者には割安になっている。実際、科

学オリンピック地方予選は全国一斉(日曜日:午後)で島り、この点「カダーノレ」

の存主はありがたい。今年の物理オリンピックには五所)11原地区(車で60分)

から生徒さん2名を引率して下さった先生がし、た。駐車場があって助かったとの

こと。駐車場はピノレ内にあり、冬でも安心である。

3.科学啓発活動の場としての利用

予算的なハードノレもあるが、以下のことを考えている0

.科学コンテスト地方予選会場として

物理チャレンジ・地方試験会場としてはすでに利用している。さらに 20 1 0 

年 1月 11日(成人の刊には数学オリンピック地方試験会場として利吊予定

である。今後は化学、生物、と広げたい0

・科学映画上映。例えば f映像評伝朝永振一郎j等。対象は子供・学生はもちろ

ん、広く一般市民0

・市民国書館と科学講演会とのミッションO たとえ試ブルーバックスシリーズ

の著者の講演会とサイン会等や f智のプロジェクトjシリーズの著者を招いて

の講演会、あるいはサイエンス・カフェ等。
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4. 最後に:i科学としての科学教育j に参加して

多士主華々な方々(科学研究者、社会科学研究者、経詩学研究者 理研関係者、企業開

発部門、法学関係者、理科教員経験者、現役の教員、各地の科学教育系サークノレ関係者、

大学教育センタ一関係者などなど)の迫力ある実践例にはただただ感動。また、各講演

に対するコメント、懇親会などでの、熱い、それでいて中身の濃い意見交換に圧倒され

っぱなしであった。今回の研究会での経験と報告集は小生の宝物になると同時に全国の

科学啓発コミュニティに関採する方々の確かな指針となるであろう。今襲、科学教育に

関心を寄せる方々のネットワークがさらに発展・深化することを軒りつつ関係者の方々

に心から感謝します。

5.関連資料

-吉本物理学会 2004年秋期大会{於:青森大学) ["物理教育シンポジウムj報告

日本物理学会誌2004年 11月

バ今、なぜ、若者の理科離れか 一科学者と社会との対話にむけて-J

日本学街会議叢書 10、2005年§月

・科学・技箭を文化として見る気底を醸成するために:江沢 洋

日本物理学会誌 2006年1月

・青森市男女共同参画プラザ、?カダール」ヲーブレット〈カラー脹)

:*捕是:["カダーノレ」という愛称は津軽地方の方言「カダるjに出来する。["共に参画するJ

ことを意味する c
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